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それでも地球は動いている

　今 号 も、前 号 に 続 き 北 太 平 洋 漁 業 委 員 会
（NPFC）設立に合わせた趣で、外洋資源部、外洋
生態系グループの関係者に原稿をお願いしました。
NPFC は「北太平洋における公海の漁業資源の保
存及び管理に関する条約」（北太平洋漁業資源保存
条約）に基づいて設立された地域漁業管理機関で
す。対象水域は概ね北緯20度以北の北太平洋の公
海で、この海域の海洋生態系を保護しながら、条
約地域における漁業資源の長期的な保存と持続可
能な利用の確保を目指しています。なお、NPFC
は我が国に初めて事務局が設置された（東京海洋
大学内）地域漁業管理機関となります。
　これまでの NPFC に関係する報道は、サンマに
関するものが多くを占めておりますが、対象とす
る資源は、サンマ以外にもクサカリツボダイ、キ
ンメダイ、アカイカ等我が国の食卓に上る魚種を
含み、さらに条約は海洋生態系の保存管理を目指
しています。本誌では、この条約に関係する当所
の調査・研究を担う一井外洋資源部長に NPFC に
ついて概説いただき、さらに、水面下サンマの分
布域より深いところ、光の当たり辛い海底に目を
向けて、海山についてと天皇海山にて実施してき
た調査の紹介を米崎研究員に、脆弱な生態系の象
徴ともいえる冷水性サンゴの紹介を林原研究員に
お願いしました。読者諸氏の条約や NPFC の理解
の一助となれば幸いです。
　さて、今回は各執筆者に一言いただきました。
ご紹介します。
・大学院を修了し、研究者としての人生、11年が経
とうしている。振り返れば、周囲の環境変化に必
死に喰らいつきながら研究活動を行ってきた。次
の10年も様々な困難や壁にぶち当たることだろう。
ただ、「行雲流水」の如く、流されずとも固執せず、
広い視野と柔軟な思考を持った研究者として歩ん
でいきたい（S．Y）。
・今年度のちょっとよい話。高級魚である南極海
メロ類の漁獲枠を議論する科学者会合で “昨日の
敵は今日の友” を経験。昨年度までは日本と対立

傾向にあった豪州が、調査操業域を拡張したいと
いう日本の提案の共同提案者になってくれ、会合
で（懸念を表明した）米国などを説得してくれた。
米英は日豪の協調振りに驚いていた（一井）。
・昨年の中国船によるサンゴ密漁の報道でも、宝
石サンゴと造礁サンゴを混同したコメントが聞か
れたように、現状ではまだ、冷水性サンゴという
ものを正しく認識している人は少ないように思わ
れます（10年くらい前までは私もそうでした）。本
号の紹介記事が冷水性サンゴに関心を持ってもら
うきっかけになれば幸甚です（林原毅）。
・2012年にスタートした連載記事『海と漁業と生
態系』も今回で一旦終了です。書き始めた頃は、
生態系に基づく管理なんて欧米流の理屈を押しつ
けられた厄介な問題で、単一種相手でも苦労して
いるのに一体何ができるだろう？という疑問を私
も抱きました。しかし回を重ねるうちに、この問
題を我が国なりに解釈し、地域に根ざした解決の
方策を見出すことこそが、海と水産業を健全な形
で次世代に受け渡す鍵になると思うようになりま
した。拙稿がこうした議論の端緒として少しでも
お役に立てば幸いです（清田雅史）。
・在外研究期間後も受入研究者と密に連絡をとり
研究を続けている。今回の派遣では、国際的な感
覚に磨きをかけ、共同研究を行うことができた。
人脈も広がり、他国の研究者との次の仕事もでき
た。若手研究者には積極的に在外研究制度を利用
して、是非国際的にも活躍できる研究者となって
もらいたい（木元）。
・私たち三名が、俊鷹丸に乗船してから約八ヶ月
が経ちました。本船での共同生活にも慣れ、各自
それぞれの部署で仕事に励んでおります。また、
手厚いサポートを頂き、日々成長できていると感
じております。この機関紙を通じて、船の仕事に
興味を持つ女性が増えたなら幸いです（甲板部 森
本由香里、機関部 福岡瑠璃、司厨部 成田友香）。

（業務推進部長　八吹圭三）
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海山生態系とは？
　海山生態系は，どのような特徴を有しているのであ
ろうか。広大な海中にそびえ立つ山は，周辺の海の環
境とは異質なことから，多くの海洋物理や海洋生物分
野などの研究者を魅了してきた。ただ，実際に海山の
様相を眼にすることは難しく，さらに海山調査は莫
大な費用もかかることから，海山に関する多くの仮
説が提唱されているに過ぎない。そこで，Rowden et 
al.（2010）は海山の生態的役割の諸説を 11 のパラダ
イムとしてまとめ，その妥当性を検証している（表 1）。

外洋資源部　外洋生態系グループ　米崎　史郎

天皇海山調査〜開洋丸による桓武海山調査の紹介天皇海山調査〜開洋丸による桓武海山調査の紹介

まずこれらのパラダイム（諸説）を紹介しよう。
　パラダイム 1 と 2 は，「海山は海底の “ 島 ” であ
る」，「海山は固有性が高い」という海洋における海山
の隔離性についてである。このパラダイムの背景に
は，ガラパゴス諸島のダーウィンフィンチの種分化や
MacArthur and Wilson（1967）が唱えた「島の生物
地理学の平衡理論」など，島の陸上生物の隔離性を海
山に重ねている。しかしながら，海山の孤立性は海洋
学的な特徴や集団遺伝学的側面から実証されていない
としている。

表1.	 Rowden et al. (2010) の Table1 に示された海山生態学における11つのパラダイム
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　パラダイム 3 は，「海山は分散のための “ 踏み石 ”
である」という生物分散としての価値である。またパ
ラダイム 4「海山生物相は高い豊度と現存量を有して
いる」や 8「海山は種の豊かさの “ ホットスポット ”
である」は，1 と 2 と同様に海山の特殊性から生まれ
た海洋のオアシスとしての考え方である。
　パラダイム 5 は「海山は生産性が高く，二次生産は
主に局所的な一次生産や他の場所における生産によっ
て供給されている」，9 は「海山の生物群集は，その
他海域の同じ水深帯の群集とは異なる」と述べられて
おり，海山の生産性と群集組成についてである。海山
縁辺の勇昇により栄養塩の供給が大きく複雑な海洋環
境であることから，高い生産性と特異な群集組成が予
想されるが，意外にもそれらを実証するだけの具体的
データは少ないようだ。
　パラダイム 6 は「海山の生物群集は，漁業による擾
乱に対して脆弱である」また，7 は「海山の生物群集
は，着底トロールによる攪乱のリスクにさらされてい
る」として，漁業による海山生態系への影響を指摘し
ている。漁業に携わる水産研究者としては複雑な心境
である。特に海山生物群集への着底トロールによる攪
乱の受けやすさと，またこれら攪乱を受けた生物群集
の回復力が遅いことが指摘されている。
　パラダイム 10 は「海山は斜面域 “ シンク ” の個体
群の “ ソース ” である」とし，海山での個体群が “ ソー
ス（他個体群への子孫の供給源）” となっている説で
ある。海山平頂部と斜面域においては，分類群によっ
てシンク（無脊椎動物）とソース（魚類）が逆の傾向
を示しているという見解が紹介されており，大変興味
深い。ただ，この説には更なる調査研究が必要と述べ
られている。最後のパラダイム 11 は「海山は海洋規
模のカタストロフィックなイベントにおける待避場所
である」という仮説である。研究事例として，海山は
イシサンゴ類にとって酸性化の影響からの待避場所に
なるだろうと紹介している。
　以上，海山の生態的役割の諸説を紹介したが，漁業
の影響以外の説は明確に実証されておらず，まだまだ
未知で謎が多いことが窺い知れた。理論や想定される
メカニズムについては納得する部分が大いにあるが，
それらを裏付けるデータや調査は少なく，海山生態学
における研究の余地は大いにありそうだ。次に，天皇

海山について述べる。

天皇海山と底魚漁業
　天皇海山（図 1）はハワイ諸島の北西部からアリュー
シャン列島まで約 3,000 km にわたり連なっており，
形成年代は北方の海山ほど古く，海底水深は一般に北
ほど深くなっている。ちなみに，一番北側の明治海
山は 8,500 万年前，桓武海山は 4,000 万年前に出来た
と言われている。現在のハワイの位置で次々に生まれ
た海山は，太平洋プレートの移動に伴って，海底に沈
み込み海山群となっていったが，このプレートが北に
向かって移動したため，南北に海山が形成された。ま
た，4,000 万年ほど前からプレートの移動する向きが
西に変わったので，ハワイより西側にずれた形で列を
成している。主に漁場として利用されているのは，北
緯 45 度以南の用明，仁徳，神功，応神，光孝，欽明，
雄略，桓武，コラハンの 9 海山となっている。
　天皇海山海域における漁業は，旧ソ連が 1967 年に
クサカリツボダイを開拓したことに端を発している。
我が国も 1969 年には北転船の代替漁場として本格的
に参入することとなるが，当時この漁場の情報収集に
追われていた旧遠洋水研 北洋底魚資源研究室の千国
史郎さんは「遠洋 - 水産研究所ニュース」の記事の中
で「・・大陸棚でも既知のバンクでもない所に，多量
の底びき対象資源が存在しているらしいことに “ あり
得ることだ ” などとしたり顔をしながら，内心では疑
心と不安と期待とが入りまじって興味しんしんという
状態であった。所内では折にふれて話題となり，いつ
しか “ 幻の魚 ” と通称されることとなった。・・」と

図1．天皇海山群およびハワイ海山群。
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クサカリツボダイ資源についての驚きと戸惑いを赤
裸々に綴っている（千国，1970）。開発当初，日本と
旧ソ連で 15 万トンを超えていたクサカリツボダイの
漁獲量は，1977 年頃から急減し，代替魚種としてキ
ンメダイも積極的に漁獲されるようになった。1980
年にはキンメダイが1.2万トン程度漁獲されていたが，
その後は 6,000 トン未満となっている。次に天皇海山
における調査の経緯について述べたい。

天皇海山海域における調査船調査
　我が国漁船の天皇海山漁場への本格的な参入を受け
て調査船調査が相次いで実施された。まず海洋水産資
源開発センター（当時）が 1972，73 年にクサカリツ
ボダイやキンメダイを対象としたトロール漁場企業化
調査を行い，底魚類の生物相を中心に調べた（井口，
1973；黒岩，1973）。その後は，1990 年代に開発センター
による漁場開発調査が断続的に行われている。また，
当時 200 海里問題が取り沙汰されており，北洋漁業へ
の依存が高い北海道・東北地方の船団の代替漁場対策
の一環として，天皇海山海域が注目されることとなっ
た。宮城県が 1975 年（宮城県水産振興課，1975），北
海道が 1976，77 年（鈴木・高橋，1978），青森県が
1976 年（田村，1976），北海道大学が 1977 年（山本ほか，
1978）に，それぞれ漁場開発や海底地形調査を精力的
に行っていた。

　このように天皇海山海域の有用な漁場としての可
能性が探られる中，1984 年には静岡県清水市（当
時）で「北太平洋の海山の環境と資源」と題した日
米水産海洋研究集会が開催されている（Uchida et al., 
1986）。なお，この和文のプロシーディングは，水産
海洋研究会報 47・48 合併号（1985）に掲載されている。
天皇海山海域における海洋物理学や漁業生物学の現状
と課題について各専門家がレビューしており，当時漁
場として高い期待がもたれていたのを感じることがで
きる。
　水産庁は開洋丸で，1972 年にクサカリツボダイを
主とした海山周辺における魚類の分布調査と漁場形成
に係る海洋調査を行っている（那須・佐々木，1973）。
表 2 に開洋丸によって実施された天皇海山調査の概要
を示した。調査当初は，加入量変動の大きいクサカリ
ツボダイの幼魚調査を中心に曳網調査が実施されてい
た。しかし，2006 年の国連総会で，魚類資源の持続
的管理と VME（Vulnerable Marine Ecosystem；脆
弱な生態系）の保護を目的とした公海底魚漁業関連決
議案の採択を契機に，天皇海山におけるトロール漁場
の海底環境（冷水性サンゴ類の分布状況など）を把握
するための ROV（Remotely Operated Vehicle；遠隔
操作無人探査機）や深海ドロップカメラシステムなど
による海底調査に重点が置かれるようになってきた

（柳本，2009；林原，2012）。2010 年からは水産大学
校 耕洋丸によるマルチビーム音響測深調査も実施さ
れており，海山の詳細海底地形図が作成されている。
また，NPFC（北太平洋漁業委員会）が 2015 年 7 月
に発足し（一井，本誌記事），開洋丸による天皇海山
調査には NPFC 参加国等から大きな期待が寄せられ
ている。それでは最後に，近年の開洋丸による天皇海
山調査を紹介しよう。
桓武海山調査プロジェクト
　2014 年から，外洋生態系グループでは，これまで
重点的に行ってきた漁場海底環境調査（ROV，深海
ドロップカメラ，ウニ桁網，生物ドレッジ）に加え
て，クサカリツボダイやキンメダイなどの底魚類餌
環境調査を開始し（図 2），私は首席調査員として乗
船した。対象海山はトロールおよび底刺し網漁業の漁
場として利用されている桓武海山で，2014，15 年の 2
年間に漁場海底環境および底魚類餌環境調査を実施し

表 2．水産庁開洋丸によって実施された 1997年以降の天皇海山海
域における調査概要（2006 年からは水産庁の国際資源評価
等推進事業の下で毎年実施されている）
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た。調査点および魚探航走ラインを図 3 に示した。餌
環境調査としては，音響調査，曳網調査（多段開閉式
MOHT，中層トロール（2015 年のみ実施）），釣り調
査などを実施した。計量魚探（KFS3000，EK500）お
よび音響光学複合観測システム（J-QUEST χ）を用
いて，海山上とその周辺における音響データを収集し
た。曳網調査は，音響調査によって得られた魚探反応
を中心に，多段開閉式 MOHT ネットと中層トロール
を用いて，漁獲対象種の餌生物（動物プランクトンお
よび中深層性魚類）の採集を試みた。また釣り調査は，
音響調査やROV観察によって得られた情報を中心に，
漁獲対象種の成魚の釣獲を試みた。
　次に餌環境調査結果の一部を紹介する。ROVによっ
て海山上の窪みにクサカリツボダイの群れが観察さ
れた（図 4）。この地点において釣り調査を実施した
ところ，尾叉長 28 ～ 34 cm のクサカリツボダイが 24
個体（♂ 6 個体，♀ 18 個体）漁獲され，中には卵巣
が発達している個体も見られた。また，計量魚探調査
によって反応が見られた水深帯を曳網したところ，中
深層性魚類であるキュウリエソ（曳網水深 50 ～ 120 
m）やムネエソ（曳網水深 200 ～ 250 m）が漁獲され

（図 5），底魚類のこれら餌生物の音響と生物特性デー
タを同時に取得することに成功した。開洋丸が自身の
計量魚探で捉えた魚探反応を中層トロールで曳網し漁
獲できたのは，偏に開洋丸の戸石船長をはじめ航海

図 3．2014，2015 年に行った開洋丸による桓武
海山の調査点および魚探航走ライン。

図 2．2015 年に行った開洋丸調査の観測・調査機器（左上から時計回りに，
ROV，MOHT，CTD，J-Quest χ，中層トロール風景，深海ドロップカメ
ラシステム。なお，本写真は開洋丸調査結果速報の表紙を飾っている）。

図4．ROVによって観察されたクサカリツボダイの群れ。下の写真
にはナンヨウキンメも見られる。


















































